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に
現
金
の
必
要
性
を
考
え
た

郷
田
さ
ん
チ
ー
ム
は
、
投
資

テ
ー
マ
を
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
」
に
決
定
し
、
投
資

銘
柄
15
社
を
選
定
し
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成

果
や
バ
ー
チ
ャ
ル
投
資
の
結

果
、
考
察
な
ど
を
ま
と
め
た

レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
た
。

丹
羽
さ
ん
が
「
み
ん
な
の
力

で
納
得
す
る
も
の
を
書
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振

り
返
る
と
、
郷
田
さ
ん
は

「
活
動
を
通
し
て
社
会
を
見

る
目
が
変
わ
っ
た
。
学
ん
だ

こ
と
を
就
職
活
動
な
ど
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
「
か
わ

ス
キ
」
を
毎
月
制
作
、
放
映

し
て
い
る
。

　
今
回
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
の
は
「
か
わ
ス
キ
」
で
６

月
に
放
送
さ
れ
た
『
か
わ
さ

き
農
園
特
集
』。
近
藤
夏
実

さ
ん
（
３
年
次
）
が
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
た
。
川
崎
市

の
農
園
３
カ
所
を
訪
れ
、
経

営
者
や
利
用
者
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や

魅
力
を
紹
介
し
た
。
近
藤
さ

ん
の
作
品
は
２
年
連
続
優
秀

賞
受
賞
と
な
っ
た
。

を
丹
念
に
追
う
一
方
で
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
行
政
の

取
り
組
み
も
積
極
的
に
伝
え

た
。

　
企
画
か
ら
取
材
、
編
集
ま

で
、
一
人
で
こ
な
し
た
山
本

さ
ん
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
映
像
な
ど
、
構
成
に
も
こ

だ
わ
っ
た
。
約
半
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
、「
直
面
し
て

い
る
問
題
は
深
刻
だ
が
、
風

景
の
美
し
さ
や
そ
こ
に
暮
ら

す
人
た
ち
の
温
か
さ
な
ど
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
魅
力

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た

し
、
表
現
で
き
た
と
思
う
」

と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

文・福
冨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
福
冨
忠
和
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
学
生
が
制
作
し
た
映

像
作
品
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
映

像
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
42
回
わ

が
町
か
わ
さ
き
映
像
創
作

展
」
（
川
崎
市
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
主
催
）
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
２
月
15
日
、
川
崎

市
教
育
会
館
で
表
彰
式
・
作

品
上
映
会
が
行
わ
れ
た
。

　
福
冨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
横
浜
・
川
崎
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
テ
レ

ビ
」
で
、
街
歩
き
学
生
情
報

学
内
外
で
活
躍

学
内
外
で
活
躍  

―
―
―
―

―
―
―
―  

羽
ば
た
く
４
年
次
生

羽
ば
た
く
４
年
次
生

　
東
京
都
狛
江
市
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
狛
江
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
講
演
会
（
専
修
大

学
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
後
援
）

が
２
月
９
日
、
狛
江
市
役
所

で
開
か
れ
た
。
佐
竹
弘
靖
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授

の
講
演
と
合
わ
せ
て
、
11
月

の
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
テ
ニ
ス
競
技
日
本

代
表
候
補
に
内
定
し
て
い
る

本
学
テ
ニ
ス
部
の
鈴
木
梨
子

さ
ん
（
文
４
）
と
の
対
談
が

行
わ
れ
た
。

　
デ
フ
テ
ニ
ス
の
デ
フ
（
ｄ

ｅ
ａ
ｆ
）
は
、
英
語
で
聴
覚

障
が
い
を
指
す
。
ル
ー
ル
は

一
般
的
な
テ
ニ
ス
と
同
じ
だ

が
、
選
手
は
補
聴
器
を
外
し

て
プ
レ
ー
す
る
た
め
、
試
合

は
無
音
で
行
わ
れ
る
。
佐
竹

教
授
が
音
が
聞
こ
え
な
い
こ

と
の
難
し
さ
を
聞
く
と
、
鈴

木
さ
ん
は
「
私
の
場
合
、
普

段
か
ら
音
を
頼
り
に
プ
レ
ー

し
て
い
る
感
覚
は
な
い
の
で

変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
音

が
な
く
な
る
と
空
中
の
ボ
ー

ル
の
距
離
感
が
つ
か
め
な
く

な
り
、
空
振
り
す
る
こ
と
が

あ
る
」
と
答
え
た
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
鈴

木
さ
ん
は
「
東
京
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
こ
と
。
テ
ニ
ス
を
続
け
て

き
て
、
た
ま
た
ま
私
が
難
聴

だ
っ
た
か
ら
挑
戦
す
る
舞
台

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

全
力
を
尽
く
し
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
結
果
で
恩
返

し
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

卒
業
論
文
報
告
会
が
１
月
30

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
４
年
次
生
３
人
が
教

員
や
後
輩
ら
の
前
で
研
究
成

果
を
発
表
し
た
。

　
同
学
科
で
は
16
の
ゼ
ミ
ご

と
に
代
表
論
文
を
選
び
、
そ

の
中
か
ら
さ
ら
に
「
文
化
・

シ
ス
テ
ム
系
」「
生
活
・
福
祉

系
」「
地
域
・
エ
リ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
系
」
の
３
分
野
で
代

表
論
文
を
選
出
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
長
田
和
久
さ

ん
（
広
瀬
裕
子
ゼ
ミ
）
、
井
原

楓
さ
ん
（
小
峰
直
史
ゼ
ミ
）、

杉
崎
羽
紗
さ
ん
（
靏
理
恵
子

ゼ
ミ
）の
論
文
が
選
ば
れ
た
。

　
３
人
は
各
自
の
論
文
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
卒
業
論
文
執
筆
に
臨
む
後

輩
た
ち
に
向
け
て
、「
計
画
性

が
大
事
。
ま
ず
は
目
的
を
明

確
に
す
る
と
良
い
」（
長
田

さ
ん
）
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
送
っ
た
。

多くの３年次生らが先輩の報告を熱心に聴講した

経
営
学
部

◆
特
別
賞

【
文
化
芸
術
啓
蒙
活
動
】
梅

若
千
音
世
（
３
）

◆
優
秀
賞

【
税
理
士
試
験
合
格
】
山
下

隼
平
（
４
）

【
学
生
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

賞
】
橋
見
龍
（
４
）

【
ち
ば
ぎ
ん
・
は
ま
ぎ
ん
学

生
ビ
ジ
コ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ

デ
ア
賞
】
馬
渕
航
太
（
４
）

【
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
優
秀
賞
】
山

口
梨
乃
、
松
本
潤
佳
、
佐
藤

妃
音
、
杉
野
響
（
以
上
３
）

【
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
合
格
】
安
藤
洋
介
（
４
）

【
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
】
頼

末
栞
里
、
大
槻
優
太
、
大
用

夏
奈
、
小
山
裕
太
、
西
野
凜

太
郎
、
山
﨑
都
月
美
、
植
松

大
翔
、
永
田
志
帆
、
堀
川
創

栄
、
橋
本
大
輝
（
以
上
３
）

【
ゴ
ル
フ
部
】
福
住
修
（
４
）

【
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
】

菊
池
健
太
、
三
井
晃
太
、
谷

垣
優
斗
（
以
上
４
）、
笠
原

光
太
朗
（
３
）、
軍
司
一
冴

（
２
）
、
辻
本
楓
芽
（
１
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
甲
斐

優
斗
（
３
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

瀬
川
怜
奈
（
３
）

商
学
部

【
公
認
会
計
士
試
験
合
格
】

松
田
和
喜
、
仲
村
琉
清
（
以

上
４
）
、
安
竹
伸
晃
、
平
江

大
雅
（
以
上
３
）

【
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
】
新

井
大
樹
、
松
田
莉
奈
、
臼
居

七
海
、
北
島
海
里
、
藤
原
珠

央
、
大
三
川
恵
生
、
清
水
り

な
、
高
橋
恋
佳
、
長
井
花

梨
、
横
田
暁
大
、
河
田
莉

奈
、
山
口
舞
、
萩
原
陸
仁
、

久
保
田
祐
輔
（
以
上
３
）

【
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
最
優
秀
賞
】

金
子
拓
未
、
礒
崎
琴
美
、
佐

野
友
香
、
沼
田
星
来
（
以
上

４
）

【
ス
キ
ー
部
】
牧
野
桃
（
４
）

【
相
撲
部
】
ア
リ
ユ
ン
エ
ル

デ
ネ
・
ス
フ
バ
ッ
ト
（
４
）、

栩
内
陽
向
（
３
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
水
野

永
登
（
３
）

【
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
部
】

會
田
倫
太
郎
（
４
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

◆
学
部
長
賞

【
国
際
大
学
対
抗
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
ア
ジ
ア

地
区
予
選
台
中
大
会
銀
賞
】

関
根
光
、
橋
本
拓
弥
（
以
上

４
）、
田
村
友
希
（
３
）

【
国
際
大
学
対
抗
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
連
続
出

場
】
橋
本
拓
弥
（
４
）

【
わ
が
町
か
わ
さ
き
映
像
創

作
展
優
秀
賞
】
宇
佐
美
一

誠
、
郷
州
蓮
、
小
山
真
之

介
、
佐
野
世
弥
、
石
川
智

也
、
岡
村
俊
冶
、
平
田
剛

大
、
井
上
海
人
（
以
上
４
）

【
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
ハ
ッ
カ

ソ
ン
最
優
秀
賞
】
小
林
千
音

星
、
関
根
光
（
以
上
４
）、

中
村
哲
、
千
葉
伶
磨
、
田
村

ケ
イ
ン
幸
治
（
以
上
２
）

◆
学
部
長
奨
励
賞

【
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
】

長
谷
川
絢
音
、
松
木
凛
太

郎
、
百
百
謙
秀
、
飯
島
悠

太
、
冨
田
心
暖
（
以
上
２
）

※
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
学
年

学
部
長
賞
受
賞
者

学
部
長
賞
受
賞
者

　
体
育
会
相
撲
部
の
部
員
ら

が
、
２
月
12
日
、
都
立
多
摩

桜
の
丘
学
園
（
東
京
都
多
摩

市
）
を
訪
問
し
、
知
的
障
害

教
育
部
門
中
学
部
の
約
80
人

を
対
象
に
相
撲
教
室
を
行
っ

た
。

　
相
撲
部
と
同
学
園
の
連
携

は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
生
徒
た
ち
を
招
く
な
ど
、

交
流
を
深
め
て
き
た
。

　
今
回
参
加
し
た
の
は
、
蒲

田
勝
太
監
督
、
部
員
の
内
田

龍
志
さ
ん
（
商
３
）、
エ
ン
フ

タ
イ
ワ
ン
・
エ
ン
フ
ア
ム
ガ

ラ
ン
さ
ん
（
商
２
）、
齋
藤

凰
士
郎
さ
ん
（
経
営
１
）。
蒲

田
監
督
ら
は
、
四し

股こ

の
踏
み

方
、
蹲そ

ん

踞き
ょ

、
塵ち

り

手
ち
ょ
う

水ず

と
い
っ

た
土
俵
で
の
作
法
を
、
手
本

を
示
し
な
が
ら
指
導
し
た
。

人間科学部社会学科 ３人が卒論報告

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
・
松
原
文
枝
ゼ
ミ
で
放

送
学
を
学
ぶ
山
本
華
暖
さ
ん

（
３
年
次
）
が
制
作
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
が
、

東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
５
（
Ｔ
Ｖ
Ｆ
）
で

入
賞
し
た
。

　
松
原
ゼ
ミ
は
、
テ
レ
ビ
報

道
の
分
野
で
活
躍
す
る
松
原

特
任
教
授
の
指
導
で
、
身
近

な
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
映

像
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｖ
Ｆ
入
賞
は
４
年
連
続
。

　
山
本
さ
ん
の
『
街
が

消
滅
す
る
』
は
、「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
が
テ

ー
マ
。「
こ
の
問
題
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
父
の
故
郷
で

あ
り
、
人
口
の
減
少
率

が
三
重
県
内
最
大
と
い

う
南
伊
勢
町
で
カ
メ
ラ

を
回
し
た
。

　
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
「
町
の
リ
ア
ル
」

地
域
の
Ｐ
Ｒ

映
像
を
制
作

文
・
応
用
実
習

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
２
年
次
生
の
必
修
科
目

「
応
用
実
習
」（
福
冨
忠
和

教
授
）
で
は
、
映
像
制
作
の

企
画
や
技
術
を
学
び
、
地
域

Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
映
像
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
受
講
生
は
川
崎
市
幸
区
と

川
崎
区
の
魅
力
を
紹
介
す
る

映
像
を
制
作
。
入
賞
作
品
の

表
彰
式
が
、
２
月
12
日
に
両

区
役
所
で
行
わ
れ
た
。

　
幸
区
最
優
秀
賞
は
、
櫨
元

日
向
子
さ
ん
、
鈴
木
莉
奈
さ

ん
、高
橋
愛
叶
さ
ん
、駒
田
咲

貴
さ
ん
の
チ
ー
ム
。
川
崎
区

最
優
秀
賞
は
、
室
井
万
由
子

さ
ん
、菊
地
佳
奈
さ
ん
、櫻
井

菜
々
子
さ
ん
、
西
條
雪
子
さ

ん
の
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
た
。

　
学
生
対
象
の
金
融
・
経
済

学
習
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
25
回

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」

（
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
）

で
、
商
学
部
・
渡
邊
隆
彦
ゼ

ミ
の
チ
ー
ム
が
入
選
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
３
年
次
生
の
郷

田
隆
志
さ
ん
、
丹
羽
愛
子
さ

ん
、
太
田
美
蘭
さ
ん
、
２
年

次
生
の
肥
田
祐
紀
さ
ん
、
斉

藤
杏
奈
さ
ん
の
５
人
。

　
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ

は
、
チ
ー
ム
ご
と
に
独
自
の

株
式
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
金

融
商
品
の
組
み
合
わ
せ
）
を

組
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入選を喜ぶ５人。後列右から時計回りに斉藤さん、

太田さん、郷田さん、丹羽さん、肥田さん生徒らを指導する蒲田監督と部員

　お笑いコンビ「鯖のＴシャツ」で「カンドウ」の名で活躍。2024
年、二つの大きな学生お笑い賞を受賞した。

　幼いころから人を笑わせるのが
好きで、大学入学が決まると同時
に本学落語研究会の門をたたい
た。コンビ漫才やピンでの活動を
経て、２年次の夏に早稲田大の大
矢東吾さんと「鯖のＴシャツ」を
結成。以来、さまざまなライブや
大会で腕を磨いてきた。
　６月、ワタナベエンターテイ
ンメント主催の学生の大会「笑
学祭」で初代王者に輝き、12月
には学生お笑いバトル「ガチプ
ロ2024」で450組の頂点に立っ

た。「この世界で楽しく過ごしてきて、集大成の年に結果を出せた
ことは、自分の中でも一つの成果」と話す。
　「鯖のＴシャツ」は漫才もコントもこなす。ボケ、ツッコミの役
割は固定せず、本番直前まで互いにネタを出し合い、スピード感の
あるライブが魅力の一つだ。
　３月までの１年間、渋谷区のコミュニティＦＭで１時間番組のパ
ーソナリティも務めた。「ライブを見てくれた人からの感想も多く、
思っていた以上にたくさんの人が応援してくれていると励みになっ
た」と感謝を伝える。
　「４年間、勉強もお笑いも、これしかないと決めて取り組んできた」
という貫洞さん。１年次から公務員試験講座を受講。講座の出席が
難しいときは会場近くのカフェでオンラインで受講し、本番へ。終
演後にまた受講、ということも少なくなかった。４年次は、公務員
採用試験、卒業論文とお笑いに同時並行で挑み、成果を上げた。
　春からは県庁職員として働きながらコンビを続けていく。「社会
人として経験を積み、新たな笑いを提供したい」。これまで支えて
くれた学生お笑いファンだけでなく、いろいろな世代の人を楽しま
せること。それが貫洞さんの夢だ。

〝
二
刀
流
〞
の
大
学
生
活
を
笑
顔
で
振
り
返
る
貫
洞
さ
ん

二刀流 学生王者と勉強と
貫洞 伊織さん （人間科学）

お笑い芸人

デフテニスについて語る鈴木さん（左）と佐竹教授（右）

多
摩
桜
の
丘
学
園
で

相
撲
教
室
開
催

入賞作『街が消滅する』の一場面

近藤さん（右）と、番組制作に

携わった塚本紘大さん（文３）

入
賞
し
た
山
本
さ
ん

文・松原ゼミ 山本さん

ＴＶＦＴＶＦ20252025入賞入賞

近
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ん
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年
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続
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秀
賞

か
わ
さ
き
映
像
制
作
展

メキシコ国費留学 夢描く
矢野 未来里さん （国コミュ）

　矢野さんの手元には、カラフルな手描きの１枚の絵がある。富士
山を背景に、民族衣装を着た女性が舞い、相撲や「死者の日」など、
日本とメキシコの風習や文化が描かれている。2022～23年のメキ
シコ留学中に、現地で芸術を学ぶ学生３人と共同で描いた宝物だ。
　矢野さんは外務省の日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研
修計画に専大生として初めて参加した。同研修計画は1971年から
続く両国政府による研修生・留学生の交流プログラム。矢野さんが
この制度を知ったのは異文化コミュニケーション学科の海外研修で
スペインに滞在中の22年夏。「スペインと同じ言語を使うメキシコ
では、文化や習慣がどのように異なるか確かめたい」。すぐにスペ
インから外務省に応募書類を送った。
　帰国から２次試験を経て合格の報を受け取り、メキシコ出発まで
２カ月余。22年10月にはメキシコシティーに降り立った。
　もともと絵を描く
のが好きで、非言語
コミュニケーション
に関心があった矢野
さんの留学の目標の
一つは、メキシコ人
と共同で絵を描くと
いうこと。協力を求
め、メキシコ国立自
治大学芸術学部へ。
学生デモで門が封鎖
されていたが何とか中に入り、通りがかった学生に声をかけ、３人
の賛同者を得た。ジェスチャーや絵で両国の文化や風習について語
り合いながら1枚のポスターを完成させた。「描くことを通じて互
いに新しい知識を得られたこと、初めての日本人の友達と言っても
らったことに感動した」と振り返る。
　現在はイタリア語の勉強も始めた。「メキシコでは家族ともいえ
る人々、大切な親友との出会いもあった。社会に出てからも世界中
の人々と関わりを持てるよう、アンテナを張り続けていきたい」と
笑顔で前を向く。

メ
キ
シ
コ
の
学
生
と
絵
を
描
く
矢
野
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ん（
左
）

国際交流 税理士試験

難関「５科目合格」を達成
山下 隼平さん （経営）

　在学中に難関国家資格の
税理士試験で「５科目合
格」を果たした。
　税理士試験は、全11科
目のうち会計２、税法３の
合計五つに合格する必要が
ある。一度合格した科目は
生涯有効のため、在学中に
数科目を取り、残りは社会
人になってから合格を目指
す人が多い。在学中の５科
目合格は非常に難しく、
2024年度は2461人の大
学生が受験し、５科目合格到達者はわずか４人。そのなかの一人が
山下さんだ。
　高校まではサッカーに打ち込み、勉強、特に数字に苦手意識があ
った。しかし１年次に履修した授業「会計入門」で簿記に興味を持
ち、すぐに簿記３級を取得。その年の冬から本格的に税理士試験の
学習を始めた。
　定めた目標は「在学中の５科目合格」。困難な道と分かっていた
が、「不安よりも挑戦意欲が上回った」。できるだけ多くの学習時間
を確保するため、資格予備校の通信講座を活用。大学の授業もこな
しながら、１日６～７時間、直前期は10時間以上を試験対策にあ
てた。勉強漬けの生活を続けられた秘訣は、「朝起きてすぐに暗記
に取り組むなど、自分なりの学習リズムを確立して習慣化したこ
と」と話す。
　税理士試験の実施は年１回。３年次に初めて受けた試験で４科
目、翌年１科目に合格した。初志貫徹し、在学中に目標を達成し
た山下さんは、「やればできる」という自信が身についたと胸を張
り、「税理士や公認会計士を目指す同じ学部の仲間の存在が大きか
った。一緒に勉強し、時に励まし合った」と笑みをこぼす。
　卒業後は税理士法人に就職する。「税理士は納税者に直接アプロ
ーチできる仕事。実務を通じて成長し、困っている人を助けてあげ
られる税理士になりたい」と目標を掲げる。

「
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っ
て
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　経営学部の石崎徹ゼミに所属する３年次生５人

（土橋彩花、栗山さくら、川上彩音、矢野翔大、

北河原愛花）が、公益社団法人東京広告協会が主

催する「第30回大学生意識調査プロジェクトＦＵ

ＴＵＲＥ２０２４」に参加した。

　同プロジェクトは首都圏の５大学（青山学院、

江戸川、駒澤、専修、千葉商科）で広告やマーケ

ティングを学ぶ学生が集まり、企画・実施・分析

を自ら行う。今回は大学生の情報利活用について

調査し、生成ＡＩとの向き合い方について実態を

明らかにした。

　昨年８月に全国の４年制大学に在籍する１～４

年次生１０００人を対象にアンケートを実施し、そ

の結果を12月18日にプレス発表会で報告した。

　大学生の59.0％が生成ＡＩを利用しており、利

用シーンとして「授業や課題でのＡＩツール活用」

（18.1％）や「レポート作成や研究」（16.9％）が挙げ

られた。調査を通じて、デジタルネイティブ世代

である大学生が、情報を精査し、適切に活用する

能力を持っていることが示された。

　参加した学生は、「実践的な学びを得るととも

に、他大学の学生との交流を深める貴重な機会と

なった」と話している。

 （栗山さくら・経営３、文中敬称略）

生成ＡＩの利用実態調査

経営・石崎ゼミ
活動に参加した５人と石崎教授（右端）

５大学合同 大学生意識調査プロジェクト
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